鋼 のように 澄み わたる 大空の まん 中で 

月が すすり泣 いている。 

けがらわしい 地球の 陰影が 

自分の 顔に うつる とて 

それ を 大勢の 人間から 見られる とて ：：_ 

身ぶ るいして 嫌が つ ている。 



彼女 はもう 

仕方がな いと あきらめて 

暗い 醜い 運命の 手に 

自分の 美 を まかせて しまう つもりら しい。 

あご 

顋の あたりが 

すこしば かり 切り 欠かれる。 

黒い 血が ムル ムルと 湧く。 

なまぐさ 

暗い 腥 いに おいが 大空に 流れ出す _ 



世界 は 暗くな つた。 

すべての 生物 は 鉛の ように 重たく 

針の ように 痛々 しい 心 を 

ジッと 抱いて 動か なくなった。 

* 

やいば 

けれども 暗い …… 鋼鉄よりも よく 切れる 円形の 刃 は 

彼女の 青ざめた 横頰を 



なお もズン ズンと 斬り 込んで ゆく。 

そこから 溢れ出る 暗い 腫い においに すべ て は 

溺れ込んで ゆく。 

山 も 海 も 森 も 家 も 

道路 も 

そこいらから 見上げて いる 人間た ち も 



* 

その 中に ただ 一 つ 残る 白い 光 



彼女の 額と 鼻す じが 

もうす こ しで 

黒い 刃 の 蔭に 蔽 われそう になった 

* 

おびた だ 

空 一 面の 夥 しい 星が 

さ さ や 

小さな 声で 囁 き 合つ て 

又ヒッ ソリと 静まった。 



* 

• ••••••••••• 1J I ^ 1J I ^ 11 1 ^ 11 1 ^ 11 1 , 11 1 ^ 11 1 ^ •••••• 

これ はお 芝居な のよ。 

…… 大空の 影と 光りの …… 。 

だから 妾 は 痛く も 苦しく も 

…… 何ともな いのよ 

そうしても うじきお しまいになる のよ 



でも 皆さん ホン ト になす つたでしょう 

あたし 名優でしょう 

ォホホ ホォホ 

では サ ヨウ ナラ 

みなさんお やすみなさい。 

•••••• 11 1 7 1J 1 7 II 1 7 II 1 7 II 1 7 •••••••••••••••••••••••• 
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